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受けた上で調査研究を実施した（倫理審査承認番号：東通倫研 -201801）。  
 
5. 調査結果  
5.1 先行研究  
文献調査として、「遠隔教育総論」、「遠隔教育の実践評価と教育手法」、














































3. 研究の方法  
本研究は、ソーシャルワーク遠隔教育に携わる大学教員 4 名を中心に行うこ
ととした。  
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表１  遠隔教育先行研究リスト       
   令和元年 7 月 15 日現在  
（１）遠隔教育総論     
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5.2 先駆的実践を行う教育機関へのフィールドワーク  
遠隔教育の先駆的実践を行うＡ大学大学院のＢ氏に聞き取り調査を実施し
た。その内容は以下の通りである。  
（1）日時：2018 年 9 月 13：30～14：30 
（2）場所：Ａ大学大学院教室  
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表３  学生が考える効果的な学習方法  
カテゴリー分類  生のデータの例  
 




























（1）日時：2019 年 2 月  16：00～18：00（2 時間）  
（2）調査対象者：社会福祉士・精神保健福祉士資格取得を目指す本学 2 年生
６名  
      男性 2 名、女性 4 名、計 6 名  20 代～70 代  
（3）調査の分析方法等  
GFI の内容を IC レコーダーにて収録、それをテキスト化した上で、文節に










表２  『めざすべきソーシャルワーカー像の語り』（N=46）  
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